
                         

                       

議
会
報
告 

１ 

主
な
議
案
・
請
願
・ 

陳
情
の
審
議 

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

→
全
員
一
致
可
決 

…
１
億
４
千
690
万
円
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
715
億
３
千
310
万
円
と
す
る 

【
主
な
歳
出
】
Ｎ
Ｔ
Ｎ
株
式
会
社
宝
塚
製
作

所
跡
地
利
活
用
検
討
事
業
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業
、
地
域
児
童
育
成

会
待
機
児
童
保
育
助
成
事
業
、
道
路
維
持
事

業
の
増
額 

【
主
な
歳
入
】
、
国
庫
支
出
金
で
は
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
費
補
助
金
、

防
災
・
安
全
交
付
金
を
、
県
支
出
金
で
は
消

費
者
行
政
活
性
化
基
金
補
助
金
を
、
寄
附
金

で
は
奨
学
基
金
に
対
す
る
寄
附
金
を
、
繰
入

金
で
は
財
政
調
整
基
金
と
り
く
ず
し
を
増

額
。
国
庫
支
出
金
で
は
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
、
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
、

繰
入
金
で
は
公
共
施
設
等
整
備
保
全
基
金

と
り
く
ず
し
を
、
市
債
で
は
市
営
住
宅
整
備

事
業
債
、
小
学
校
施
設
整
備
事
業
債
、
中
学

校
施
設
整
備
事
業
債
を
、
減
額
度
対
応
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
料
を
追
加 

【
地
方
債
】
市
営
住
宅
整
備
事
業
債
、
小
学

校
施
設
整
備
事
業
債
、
中
学
校
施
設
整
備
事

業
債
の
限
度
額
を
減
額 

・
平
成
26
年
度
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事

業
費
補
正
予
算
→
全
員
一
致
可
決 

…
昨
年
度
の
事
業
費
で
歳
入
が
歳
出
に
対

し
て
16
億
６
千
万
円
不
足
す
る
見
込
み
に

対
し
、
今
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
補
充 

・
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
→
可
決
反
共
産
・
大
島 

…
法
人
税
割
の
税
率
を
14

・
７
％
か
ら

12
・
１
％
に
引
き
下
げ
、
軽
自
動
車
税
を

来
年
度
以
降
約
1.5
倍
に
す
る
な
ど
、
市
民

へ
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る 

・
子
ど
も
の
権
利
サ
ポ
ー
ト
委
員

会
条
例
の
制
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
要
綱
で
設
置
し
て
い
る
『
い
じ

め
及
び
体
罰
に
係
る
子
ど
も
の

人
権
擁
護
委
員
』
を
変
更
し
て
、

子
ど
も
の
権
利
救
済
手
続
き
を

整
備
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定 

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
推
進
に

関
す
る
基
本
条
例
の
制
定
→
可
決
反

太

誠
・
伊
藤
・
大
河
内
・
藤
本 

…
基
本
理
念
や
三
者
（
市
民
・
事
業
者
・
市
）

の
役
割
な
ど
を
定
め
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
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☆月～金 10:00～15:00
但し、不在のこともご
ざいますので、お電話
をしていただいてから
お越しください。 

☆事務所のコピー機・印
刷機（新機種入りまし
た）ご利用ください。
（有料） 

☆事務所をグループ・サ
ークル等の活動にご利
用ください。（無料） 
《使用日時は電話でお
問い合わせください。》 

☆事務所に教育・平和・
食の安全等の本があり
ます。お気軽にご覧く
ださい。 

■ 議員控室 
 

 

●Fax 0797-74-1810 
●E-mail 
goiken@tgikai.zaqrs.jp 

■ 事務所 
〒665-0816 

宝塚市平井 1-6-14 

●Tel＆Fax 

0797-89-4090 
●ＨＰ 
http://ayumukai.jp/ 

●E-mail 
o-ayumukai 

@poem.ocn.ne.jp 

●Tel 0797-71-1141 
代表電話ですが、お気軽に！ 

最
近
の
台
風
の
特
徴
と
し
て
、
１
時
間
で
50
㎜
前
後
の
強
い
雨
が
降
り

ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
は
大
丈
夫
で
し
た
か
。 

さ
て
、
私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
花

子
と
ア
ン
」
が
楽
し
み
。
登
場
人
物
の
モ
デ
ル

と
な
っ
た
人
た
ち
が
、
魅
力
的
だ
か
ら
で
す
。 

 

主
人
公
・
村
岡
花
子
は
、
社
会
主
義
活
動
で

特
に
教
育
の
機
会
均
等
を
訴
え
た
、
父
・
安
中

逸
平
の
勧
め
に
よ
り
、
給
費
生
と
し
て
東
洋
英

和
女
学
校
で
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
戦
争
遂
行

に
協
力
的
な
姿
勢
を
取
っ
た
も
の
の
、
キ
リ
ス

ト
教
思
想
の
も
と
に
公
娼
制
度
の
廃
止
や
婦

人
参
政
権
の
獲
得
運
動
に
積
極
的
に
協
力
し
、

市
川
房
枝
と
も
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

夫
・
儆
三
は
、
夫
婦
平
等
を
貫
き
、
妻
の
仕
事

に
協
力
的
で
し
た
。
（
彼
の
従
姉
妹
は
賀
川
豊

彦
の
妻
で
、
社
会
運
動
家
の
ハ
ル
で
す
。） 

ま
た
親
友
・
宮
崎
燁
子
（
白
蓮
）
は
歌
人
。

大
正
天
皇
の
従
妹
で
伯
爵
家
出
身
で
す
が
、
駆

け
落
ち
の
末
、
新
聞
紙
上
に
絶
縁
状
を
載
せ
る

な
ど
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

弁
護
士
と
し
て
労
働
運
動
に
打
ち
込
む
夫
・
龍

介
を
支
え
続
け
、
戦
後
は
平
和
運
動
に
奔
走
。

彼
女
の
義
父
は
、
孫
文
や
蒋
介
石
を
援
助
し
た

革
命
家
・
宮
崎
滔
天
で
す
。 

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
「
天

賦
人
権
思
想
」
は
日
本
国
憲
法
の
ベ
ー
ス
で
あ

り
、
普
遍
的
に
家
族
や
社
会
で
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
多
く
の
問
題
が
解
決
で
き
る
と
、
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
や
る
こ
と
が

イ
ッ
パ
イ
！ 

例
え
、“
ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
“
で

あ
っ
て
も
頑
張
ら
な
く
て
は
。
希
望
は
“
過
去
”

に
で
は
な
く
“
将
来
”
に
あ
る
の
で
す
か
ら
― 

 

白蓮と親交のあった竹久夢二を

たどって。（竹久夢二美術館にて） 

２
人
の
女
性
が
自
ら
の
境
遇
に

も
負
け
ず
、
時
代
に
抗
い
、
人
生

を
賭
け
て
守
り
抜
い
た
も
の
。
そ

れ
は
「
人
と
し
て
生
き
る
」
権
利

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
「
天

賦
人
権
思
想
」
は
日
本
国
憲
法
の
ベ
ー
ス
で
あ

り
、
普
遍
的
に
家
族
や
社
会
で
活
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
多
く
の
問
題
が
解
決
で
き
る
と
、
私

は
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
や
る
こ
と
が

イ
ッ
パ
イ
！ 

例
え
、“
ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
”
で

あ
っ
て
も
頑
張
ら
な
く
て
は
。
希
望
は 

“
過

去
”
に
で
は
な
く 

“
将
来
”
に
あ
る
の
で
す

か
ら 

― 



ギ
ー
事
業
の
あ
り
方
を
明
確
に
。
同
時
に
、

三
者
が
協
働
で
推
進
を
図
れ
ば
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
。
ま
た
、
宝

塚
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
財
源
と

す
る 

・
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
→
全
員
一
致
可
決 

…
市
立
病
院
で
の
医
療
事
故
に
つ
い
て
、
市

職
員
の
過
失
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
を
300

万
円
と
決
定
。
再
発
防
止
に
つ
い
て
（
看
護

職
員
の
待
遇
や
医
療
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
、
事
故
後
の
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
応
な
ど
）
や
解
決
金
100
万

円
の
金
額
的
な
根
拠
な
ど
が
質
疑
さ
れ
た 

・
財
産((

塵
芥
収
集
車
（
３
．
５
ト
ン
積
機

械
車
）
及
び
ミ
ニ
ダ
ン
プ
車))

の
取
得
→
全

員
一
致
可
決 

…
今
後
需
要
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
、
き
ず
な

収
集
へ
の
対
応
の
た
め
、
４
ｔ
積
み
機
械
車

２
台
を
下
取
り
に
出
し
、
3.5
ｔ
を
２
台
と

ミ
ニ
ダ
ン
プ
を
１
千
589
万
８
千
70
円
で
、

新
明
和
工
業
（
株
）
か
ら
取
得 

・『「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
』
提
出
を
求
め
る
請

願
→
不
採
択
賛
共
産
・
井
上
・
北
野
・
大
島

棄
権
寺
本 

…
情
報
公
開
を
進
め
る
民
主
的
行
政
に
反

し
、
市
民
の
知
る
権
利
の
侵
害
・
表
現
活
動

の
萎
縮
を
招
く 

・
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
請

願
→
全
員
一
致
採
択 

…
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す

る
意
見
書
」
を
提
出
、
少
人
数
学
級
の
推
進

や
、
学
校
現
場
に
必
要
な
教
職
員
の
人
員
・

人
材
確
保
可
能
な
財
源
措
置
を
訴
え
る 

・
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
→
全
員
一
致
採
択 

…
手
話
は
言
語
で
あ
る
こ
と
を

国
民
に
広
め
、
「
手
話
言
語
法

（
仮
称
）」
の
制
定
を
求
め
る 

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
関
す
る
請
願
→
不
採
択
賛
共

産
・
ユ
ニ
ッ
ト
・
大
島 

…
保
育
の
現
行
水
準
を
維
持
・
改
善
し
、
条

例
等
に
反
映
。
小
規
模
保
育
事
業
の
認
可
条

件
は
す
べ
て
保
育
士
資
格
者
に
。
学
童
保
育

の
計
画
策
定
で
は
量
と
質
を
確
保
。
新
制
度

の
性
急
な
導
入
、
実
施
を
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
意
見
を
、
国
に
提
出
す
る
よ
う
求
め
た
。

子
育
て
・
親
育
ち
は
効
率
を
求
め
ら
れ
な
い 

・
辞
職
勧
告
決
議
を
受
け
た
議
員
に
、
反
省

を
促
す
具
体
策
を
検
討
す
る
よ
う
議
会
に

求
め
る
陳
情
→
全
員
一
致
趣
旨
採
択 

…
議
会
ご
と
に
、
議
長
か
ら
具
体
策
を
要
請 

・
北
山
照
昭
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
に

つ
い
て
→
可
決
反
宝
結
・
新
風
除
斥
北
山 

…
人
事
に
関
与
し
な
い
こ
と
を
議
員
で
定

め
た
政
治
倫
理
条
例
に
反
す
る
た
め 

 

２ 

一
般
質
問 

１
．
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
当
た
り
前
に
暮

ら
せ
る
宝
塚
に 

Ｑ
認
知
症
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
は 

Ａ
啓
発
リ
ー
フ
の
配
付
や
正
し
い
知
識
習

得
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る 

Ｑ
認
知
症
の
方
が
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の

施
策
は 

Ａ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
た
か
ら

づ
か
地
域
見
守
り
隊
な
ど 

Ｑ
介
護
す
る
家
族
を
支
え
る
施
策
は 

 

Ａ
６
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

端
末
装
置
の
レ
ン
タ
ル
。
警
察
署
は
宝
塚
徘

徊
シ
ル
バ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
展
開 

 

こ
の
春
、
認
知
症
の
91
歳
男
性
が
徘
徊

の
末
、
電
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
た
事
故
を

め
ぐ
り
、
名
古
屋
高
裁
は
「
JR
の
監
視
不

十
分
で
は
あ
る
が
、
見
守
り
を
怠
っ
た
」
と

し
て
、
妻
に
359
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
ま

し
た
。
し
か
し
妻
自
身
も
「
要

介
護
１
」。
い
わ
ゆ
る
老
々
介

護
で
し
た
。 

以
前
、
私
の
所
属
す
る
認
知
症
家
族
会
で

も
、
認
知
症
の
夫
は
翌
日
遠
隔
地
で
発
見
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
昨
年
市
内
で
も
認
知

症
の
疑
い
が
あ
る
方
の
捜
索
願
は
65

件

（
警
察
の
シ
ス
テ
ム
利
用
以
外
）
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
認
知
症
や

そ
の
疑
い
で
年
間
約
１
万
人
が
行
方
不
明

に
な
り
、
そ
の
う
ち
約
350
人
が
死
亡
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
８
年
余
り
の
間
に

少
な
く
と
も
認
知
症
に
よ
る
鉄
道
事
故
は

76
件
。
64
人
の
方
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
認
知
症
の
増
大
に
対
し
て
、

国
は
施
設
介
護
で
は
限
界
が
あ
る
と
し
、
今

後
在
宅
介
護
を
拡
充
す
る
方
向
性
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
導
入
当
初

に
め
ざ
し
て
い
た
“
介
護
の
社
会
化
”
を
、

再
び
家
族
の
負
担
を
増
大
す
る
方
向
に
逆

戻
り
さ
せ
る
の
で
す
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
厚

生
労
働
省
は
、
よ
う
や
く
徘
徊
や
不
明
者
数

の
実
態
調
査
を
地
方
に
依
頼
し
ま
し
た
。 

認
知
症
は
、「
誰
に
で
も
可
能
性
が
あ
る
」

「
24
時
間
目
を
離
さ
な
い
の
は
不
可
能
」
。

そ
れ
な
ら
徘
徊
し
て
も
大
丈
夫
な
環
境
作

り
が
肝
要
で
す
。 

具
体
的
に
、
１
つ
目
は
ハ
ー
ド
面
。
安
全

確
保
・
危
険
回
避
、
道
路
や
河
川
の
整
備
、

前
述
の
機
器
貸
与
や
警
察
と
の
連
携
が
必

要
で
す
。
２
つ
目
に
は
「
認
知
症
の
人
の
気

持
ち
を
理
解
し
、
見
守
る
眼
を
増
や
す
」
こ

と
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
理
解
が
大
切
。
福

岡
県
大
牟
田
市
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
宝
塚
市
で
も
、
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
に
よ
る
福
祉
教
育
を
小
学
校
高
学
年

に
実
施
、
563
人
が
受
け
ま
し
た
。「
ヘ
ル
パ

ー
養
成
の
視
点
」
で
な
く
、
「
当
事
者
の
気

子どもの権利サポート委員会と

同じく、子ども条例の理念に基

づく子ども議会 



持
ち
を
理
解
し
、
寄
り
添
う
視
点
」
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

さ
ら
に
、
認
知
症
発
症
を
防
ぐ
こ
と
も
必

要
で
す
。
認
知
症
前
の
状
態
、
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

鳥
取
県
琴
浦
町
や
埼
玉
県
和
光
市
で
は

Ｍ
Ｃ
Ｉ
の
方
を
見
つ
け
、
予
防
教
室
や
相
談

に
力
を
注
ぎ
、
特
に
琴
浦
町
（
人
口
１
・
８

万
人
、
高
齢
化
率
31
％
）
は
10
年
前
か
ら

取
組
ん
だ
結
果
、
事
業
の
効
果
額
は
年
２
千

361
万
円
。
宝
塚
市
で
も
研
究
す
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
に
市
の
認
知
症

の
事
業
を
御
案
内
し
、
研
修
さ
れ
て
は
、
と

提
案
し
ま
し
た
。 

   ２
．
市
の
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
つ
い
て 

Ｑ
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み
出
し
続

け
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
見
解
は 

Ａ
非
正
規
職
員
３
割
超
の
現
状
は
、
適
正
配

置
の
検
討
を
要
す
る 

Ｑ
改
善
策
へ
の
取
り
組
み
は 

Ａ
賃
金
水
準
は
阪
神
・
国
の
動
向
を
注
視
し
、

引
き
続
き
改
善
に
取
り
組
む 

 

昨
年
12
月
の
定
期
監
査
で
は
「
特
例

市
と
比
較
し
普
通
会
計
職
員
数
で
は
、
本
市

は
221
人
（
16
・
８
％
）
少
な
い
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
は
、
正
規
職
員
の
代
替
と
し

て
臨
時
的
任
用
職
員
を
配
置
し
て

い
る
の
で
は
な
い
と
云
い
な
が
ら
、

正
規
職
員
を
削
減
し
、
仕
事
量
増

に
従
っ
て
、
非
正
規
雇
用
職
員
を

雇
い
続
け
、
気
付
け
ば
３
割
を
超
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
教
育
委
員
会
は
専
門
職
が
非
正

規
職
員
と
な
り
、
全
国
で
も
高
学
歴
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
温
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
仕
事
の
内
容
が
同
じ
な
ら
、
労

働
単
価
は
同
じ
で
な
け
れ
ば
。
こ
の
過
度
の

格
差
は
「
労
働
者
の
無
知
」
に
も
原
因
が
あ

り
ま
す
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
が
問
題
と

な
る
の
も
、
労
働
教
育
が
行
き
届
い
て
い
な

い
か
ら
と
考
え
、
大
阪
府
立
西
成
高
校
の
副

読
本
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
市
の
業
務
委
託
に
関
し
て
は
、
特
に

市
庁
舎
総
合
管
理
は
総
合
評
価
方
式
を
採

用
し
ま
し
た
。
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
ま
せ

ん
し
、
適
正
な
賃
金
の
確
認
―
「
年
に
一
度

現
場
で
の
帳
簿
と
の
照
合
調
査
」
な
ど
、
新

た
な
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
状
は
、
市
の
５
年
の
長
期
継
続
契
約
に
対

し
、
最
短
２
か
月
契
約
の
職
員
が
い
る
な
ど
、

取
り
組
み
が
無
意
味
に
な
る
行
為
が
見
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
末
の
給
与
が
年
明
け

ま
で
遅
延
さ
れ
る
、
就
業
規
則
が
か
な
り
遅

れ
て
配
布
さ
れ
る
な
ど
、
労
基
法
違
反
と
も

い
え
る
行
為
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
民

従
業
員
ゼ
ロ
・
市
内
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
も

少
な
く
、
会
社
の
住
所
地
を
評
価
項
目
に
も

入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
評
価
項
目
の
追
加
や
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。 

昨
年
の
放
火
事
件
も
、
土
日
に
発
生
し
た

な
ら
全
て
業
者
の
対
応
で
し
た
。
責
任
を
取

り
切
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
本
当
に
委
託

が
良
い
の
か
原
点
に
返
っ
て
考
え
る
必
要

あ
り
ま
す
。
委
託
と
直
営
の
比
較
を
、
部
長

も
知
ら
な
い
く
ら
い
前
に
お
こ
な
っ
た
き

り
な
の
で
、
改
め
て
精
査
す
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。 

 

３
．
市
の
平
和
主
義
に
つ
い
て 

Ｑ
兵
庫
県
合
同
防
災
訓
練
に
在
日
米
軍
参

加
と
な
っ
た
経
緯 

Ａ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
を
想
定
し
、
県
民
局
単
位
で
毎
年
実

施
。
県
単
独
の
災
害
対
応
は
極
め
て
困
難
と

判
断
、
参
加
要
請
し
た
。
今
後
、
具
体
的
効

果
や
問
題
点
の
検
証
・
説
明
を
求
め
る 

Ｑ
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
の
受
入
先
と
し

て
「
自
衛
隊
」
に
依
頼
し
た
こ
と
の
是
非 

Ａ
前
年
度
の
生
徒
の
希
望
が
あ
り
、
生
徒
の

主
体
性
を
高
め
る
体
験
が
で
き
る 

 

自
衛
隊
法
83
条
「
知
事
な
ど
か
ら
の

要
請
を
原
則
と
す
る
」
に
基
づ
く
自
衛
隊
災

害
派
遣
は
、
94
条
で
「
職
員
や
警
察
官
・

海
上
保
安
官
が
そ
の
場
に
い
な
い
場
合
」
と

自
衛
官
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
米
軍
の
扱
い
に
関
し
て
は
市
も
根
拠

法
は
無
い
と
認
め
て
い
ま
す
。
法
令
順
守
義

務
の
あ
る
自
治
体
職
員
が
、
軍
隊
と
協
力
し

て
法
で
定
め
ら
れ
て
も
い
な
い
、
実
施
計
画

も
な
い
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
訓
練
に
参
加
す

る
こ
と
は
、
法
定
外
だ
け
で
な
く
憲
法
の
平

和
主
義
に
抵
触
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自

治
労
か
ら
も
参
加
中
止
を
求
め
る
要
請
書

が
、
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
米
国
内
で
多
く
の
事

故
を
起
こ
し
、
欠
陥
機
と
言
わ
れ
て
い
る
オ

ス
プ
レ
イ
も
知
事
は
参
加
要
請
し
て
お
り
、

阪
神
間
の
過
密
地
域
に
飛
来
す
る
と
こ
ろ

で
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
・
外
交
防
衛
課

の
鈴
木
滋
氏
も
「
米
軍
の
大
規
模
な
救
援
活

動
は
、
外
交
・
軍
事
戦
略
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

私
は
芦
屋
市
の
前
田
市
議
と
連
絡
を
取

り
、
阪
神
間
の
自
治
体
議
員
に
呼
び
か
け
、

兵
庫
県
知
事
と
宝
塚
市
長
に
、
有
志
で
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

近
隣
で
は
伊
丹
市
と
川
西
市
が
自
衛

隊
で
の
職
場
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

宝
塚
市
で
は
今
年
２
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

認知症サポーター養成講座での

指導役、認知症キャラバンメイト

のみなさん。迫真のロールプレイ

も。市内で 20数名が活動 

庁
内
各
所
に
貼
ら
れ
た
総
合
訓
練
の
ポ
ス

タ
ー
。
米
軍
参
加
の
気
配
が
無
い
の
は
… 



『
専
守
防
衛
』
と
は
い
え
、
自
衛
隊
は
「
戦

闘
に
備
え
る
」
、
す
な
わ
ち
「
殺
傷
」
を
目

的
と
す
る
訓
練
を
日
常
的
に
行
う
業
務
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
救
急
法
・
ロ
ー
プ

訓
練
な
ど
警
察
や
消
防
と
同
様
の
職
業
体

験
で
し
た
が
、
実
際
は
両
者
と
全
く
性
質
の

違
う
業
務
内
容
で
す
。
事
前
学
習
も
、
通
り

一
遍
の
指
導
だ
け
。
護
衛
艦
「
た
ち
か
ぜ
」

い
じ
め
自
死
事
件
だ
け
で
な
く
、
今
年
も
海

上
自
衛
隊
で
同
様
の
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
前
の
軍
隊
の
「
新
兵
い
じ
め
」
に
通
じ
る

体
質
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
回
の
質
問
の
意
図
は
、
戦
後
守
ら
れ

て
き
た
平
和
主
義
が
崖
っ
ぷ
ち
に
あ
る
現

状
の
中
、
一
つ
崩
れ
れ
ば
、
い
と
も
容
易
く

一
線
を
超
え
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
プ
ロ
で
あ
る
軍
隊

に
協
力
す
る
こ
と
。
事
前
学
習
も
な
い
ま
ま
、

子
ど
も
を
戦
闘
情
報
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ

る
自
衛
隊
駐
屯
地
に
送
り
出
す
こ
と 

…
こ

れ
ま
で
の
知
事
や
教
育
者
が
「
敢
え
て
」
し

な
か
っ
た
こ
と
に
踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
た

そ
の
是
非
は
、
歴
史
が
答
を
出
す
で
し
ょ
う

が
、
私
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

 ̧ 北海道石狩市 

(１)石狩市手話基本条例について 

(２)手話の普及啓発に関する取り組みについて 

 「手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願」

が採択され、地方議会から国へ初めて意見書が提出され

ました。市長の主導、検討会に提言を求めて作成された

条例は、以下を明記しています。 

① 言語である手話を使って、心豊かに 

暮らすというまちづくりの理念 

② 言語である手話を、市民が使いやすい 

環境をつくることは、自治体の責務 

③ 「手話により意思を伝えあう」 

ことは、尊重すべき権利 

この背景には「障害は社会によりつくられた問題」と

の視点があり、条例制定前から市では、（Ⅰ）民間団体に

手話通訳者や要約筆記者を派遣する費用は市が負担する 

（Ⅱ）手話についての出前講座の講師は聴覚障害者が務

める といった取り組みをしていました。 

 

 ̧ 北海道札幌市 

(１)子どもの最善の利益を実現するための権利条例に

ついて 

(２)子どもの権利救済機関「子どもアシストセンター」

について（施設見学を含む） 

(３)札幌市児童福祉総合センターについて 

 「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条

例」に注目してきました。検討段階から高校生委員を入

れ、条例策定中には「権利」などを議論、子どもだけの

宝塚市が作ろうとしている、子どもの権利

救済機関。札幌市にて 

札幌市役所ロビーにある店舗。以前に

議会で質問・提案したものが実際に 

 ̝
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文 教 生 活 
常 任 委 員 会 視 察 

 

委員会が市に意見を提案したといった経緯があります。ま

た権利救済機関は 5年前に開設。年 100件の相談業務だけ

でなく、「子どもの意見表明・参加の促進」に力を入れ、政

策に子どもの意見を募集・反映してきました。また、支援

するおとなを育てる、中学校ではピアサポート（同じよう

な立場の人によるサポート）を学ぶなどの取組みで、昨年

は「自分が好き」という子が 65.4％で、５年前より 12.2％

増加。宝塚市でも採用したい取り組みです。 

議 員 研 修 会 
防災研修として、①市防災事務の変遷 ②災害対応の現

状と課題 ③地域の取組み に関する各講義と、南海トラ

フ巨大地震に備えるワークショップを行いました。 

議会に関しては「『質問力』からはじめる議会改革」と題

した講義とワークショップを開催しました。 

政 策 研 究 会 
私は「障がいのある人もない人も共に安心 

して暮らせる宝塚づくり」研究会に所属しています。 

これは国連で採択された障がい者の権利に関する条約の

理念を踏まえた、障がいを理由とするいかなる差別もない

社会の実現をめざすため、条例案策定や政策提言について

研究するものです。 

現在、政策提言に向けて、関連施設の見学、市・社会福

祉協議会の各職員の意見を聴く、学識の方の講義など研修

段階です。 

 

市議として得たも
のを宝塚市政に反
映するよう、日々奔
走しています。 

 


